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第19号
「第１回福祉にっこりまつり」を開催しました「第１回福祉にっこりまつり」を開催しました
みんなで育てよう！福祉のおみたま！みんなで育てよう！福祉のおみたま！
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　９月30日（日）、玉里総合文化センター（コスモス）で、「第１
回福祉にっこりまつり」が開催されました。
　会場では、介護実技などの見学や手話・車いす・アイマスク
の体験をはじめ、介護・福祉に関する展示や試食などが行わ
れ、子どもからお年寄りまで大勢の方がたがさまざまな体験を
通して交流し、福祉への理解を深めました。
（９ページにも掲載）

実現しよう！石岡・小美玉地区「スマートIC」

新たな健診制度

住民健診を実施します
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小
美
玉
市
で
は
、
石
岡
・
小
美
玉
地
区「
ス
マ
ー
ト
I
C
」の
実
現
に
向
け
、

石
岡
市
と
茨
城
県
に
協
力
し
て
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。  

そ
こ
で
、
事
業
推

進
と
E
T
C
普
及
の
P
R
を
目
的
と
し
て
、
市
役
所
分
庁
舎
に「
E
T
C
専
用
」

ゲ
ー
ト（
写
真
）を
設
置
し
ま
し
た
。  

■
事
業
の
概
要
■

　

常
磐
自
動
車
道
の
千
代
田
石
岡
I
C
と
岩
間
I
C
の
距
離
は
、
県
内
高
速
道

路
の
I
C
間
の
距
離
と
し
て
は
約
14
㎞
と
最
も
長
い
こ
と
か
ら
、
両
I
C
間
の

小
美
玉
市
と
石
岡
市
の
行
政
界
付
近（
小
美
玉
市
大
谷
地
内
〜
石
岡
市
正
上
内

地
内
）に「
E
T
C
専
用
」の
ス
マ
ー
ト
I
C
の
設
置
を
、
小
美
玉
市
・
石
岡
市
・

茨
城
県
の
三
者
で
推
進
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
ス
マ
ー
ト
I
C
は
、

高
速
道
路
に
直
接
接
続
す
る
本
線
直
結
型
で
上
下
線
と
も
ア
ク
セ
ス
が
可
能
な

フ
ル
イ
ン
タ
ー
と
な
り
ま
す
。
実
現
す
れ
ば
全
国
初
の
形
態
と
な
り「
E
T
C

装
着
車
」の
み
利
用
可
能
と
い
う
制
限
以
外
は
、
ほ
ぼ
通
常
の
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

　

金
子
さ
ん
は
、
大
変
元
気
で
、
毎
日

リ
ハ
ビ
リ
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
し

て
過
ご
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市
長

と
お
住
ま
い
が
近
か
っ
た
こ
と
も
あ

り
、
市
長
と
の
会
話
の
中
で
こ
れ
ま
で

の
地
区
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を
思
い

出
さ
れ
た
様
子
で
、
感
慨
深
げ
に
お
礼

の
言
葉
を
返
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

吉
井
さ
ん
は
、
３
年
前
か
ら
寝
た
き

り
の
生
活
と
な
り
ま
し
た
が
、
そ
の
前

は
元
気
に
農
業
や
ク
ロ
ッ
ケ
ー
な
ど
を

さ
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。

　

今
泉
さ
ん
は
、
４
年
前
か
ら
寝
た

き
り
の
生
活
と
な
り
ま
し
た
が
、
家

の
人
に
話
し
か
け
ら
れ
る
と
し
っ
か

り
返
事
を
し
な
が
ら
生
活
し
て
い
る

そ
う
で
す
。

　

市
内
で
今
年
度
88
歳
と
な
ら
れ
る
方

は
、
１
７
３
人
で
、
１
０
０
歳
以
上
が

12
人
で
す
。
い
つ
ま
で
も
健
康
で
長
生

き
し
て
く
だ
さ
い
。

　

１
０
５
歳
で
市
内
最
高
年
齢
者
の
小

田
部
ち
よ
さ
ん（
先
後
）と
、
１
０
０
歳

と
な
ら
れ
る
今
泉
か
ね
さ
ん（
飯
前
）、

金
子
ふ
さ
さ
ん（
竹
原
）、
吉
井
義
文
さ

ん（
高
場
）の
３
人
に
、長
寿
を
祝
っ
て
、

市
か
ら
褒
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。
な
お
、
今
泉
さ
ん
、
金
子
さ
ん
、

吉
井
さ
ん
に
は
、
内
閣
総
理
大
臣
及
び

茨
城
県
知
事
か
ら
も
、
褒
状
と
記
念
品

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

 　

９
月
中
旬
、
島
田
市
長
が
４
人
を

訪
問
し
、
褒
状
と
記
念
品
を
手
渡
し
ま

し
た
。
市
長
が「
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
い
つ
ま
で
も
お
元
気
で
。」と
話

し
か
け
る
と
、
小
田
部
さ
ん
は
に
こ
や

か
に
応
じ
、
記
念
撮
影
に
応
え
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。
息
子
の
務
さ
ん（
82
歳
）

に
よ
る
と
、「
常
に
体
を
動
か
し
、
食

べ
物
の
好
き
嫌
い
も
な
い
こ
と
が
長
寿

の
秘
訣
で
は
」と
い
う
こ
と
で
し
た
。

実
現
し
よ
う
！

　

石
岡
・
小
美
玉
地
区「
ス
マ
ー
ト
I
C
」

小
田
部　

ち　

よ

先　

後

岩　

松　
　
　

う

堅　

倉

柴　

沼　

ま　

つ

高　

崎

藤　

枝　

た　

か

羽　

鳥

数　

登　

そ　

て

本
田
町

小　

貫　

の　

ぶ

上
高
崎

川　

並　

よ
し
の

上
高
崎

田　

口　

德　

一

大　

宮

坂　
　
　
　
　

曻

川
中
子

今　

泉　

か　

ね

飯　

前

金　

子　

ふ　

さ

竹　

原

吉　

井　

義　

文

高　

場

■市内の100歳以上の高齢者のみなさん  （敬称略）

金子ふさ さん

今泉かね さん

吉井義文 さん

105歳  小田部ちよ さん歳  小田部ちよ さん
長
寿
を
祝
う

長
寿
を
祝
う    

〜
い
つ
ま
で
も

〜
い
つ
ま
で
も  

お
元
気
で
〜

お
元
気
で
〜　
　
　
　

市
長
が
高
齢
者
宅
、
施
設
を
訪
問

市
長
が
高
齢
者
宅
、
施
設
を
訪
問

祝

市役所分庁舎にETC　
　　専用ゲートが出現!?

※実際に車でのご利用はできません。

平成 19年 10月 11日　広報おみたま
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ン
ジ
と
同
様
の
利
用
が
で
き
る
予
定
で
す
。  

期
待
さ
れ
る
効
果
と
し
て
は
、・

高
速
道
路
の
利
便
性
向
上
・
国
道
6
号
な
ど
幹
線
道
路
の
混
雑
緩
和
・
茨
城
空

港
へ
の
利
便
性
向
上
・
周
辺
地
域
の
活
性
化　

な
ど
、
小
美
玉
市
に
と
っ
て
も

非
常
に
多
く
の
効
果
が
期
待
で
き
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。  

今
後
は
、
平

成
20
年
度
末
の「
社
会
実
験
」
開
始
と
そ
の
後
の「
本
格
導
入
」に
向
け
て
事
業

を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

 

E
T
C
と
は
、
高
速
道
路
の
利
用
時
に
料
金
所
等（
入
口
、
出
口
）の
通
過

を
ス
ム
ー
ズ
に
行
う
た
め
に
自
動
で
料
金
を
精
算
す
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。  

　

具
体
的
に
は
、
ク
ル
マ
に
取
り
付
け
た
車
載
器
と
料
金
所
の
ア
ン
テ
ナ
が
無

線
で
交
信
す
る
こ
と
で
、通
行
券
の
受
取
り
や
支
払
い
等
を
す
る
必
要
が
無
く
、

ク
ル
マ
は
料
金
所
を
ス
ム
ー
ズ
に
通
過
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
通
行
料
金
は

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
機
能
を
利
用

し
、
登
録
し
た
銀
行
口
座
か
ら
後
日

引
き
落
し
と
な
り
ま
す
。

　

利
用
に
あ
た
っ
て
は
、「
ク
ル
マ
へ

の
車
載
器
の
取
付
け
」と「
ク
レ
ジ
ッ

ト
会
社
の
発
行
す
る
E
T
C
カ
ー
ド

へ
の
申
込
み
」が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

ス
マ
ー
ト
I
C
と
は
、
料
金
所
の
建
設
費
、
管
理
費
等
が
大
幅
に
削
減
可
能

な「
E
T
C
専
用
」の
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
で
す
。  

現
在
、
国
で
は「
使
え
る
」

ハ
イ
ウ
ェ
イ
を
実
現
す
る
た
め
の
具
体
的
な
施
策
と
し
て
、
高
速
道
路
の
有

効
活
用
を
進
め
、
効
率
的
に
追
加
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
整
備
を
図
る
た
め
、

地
方
公
共
団
体
の
発
意
に
よ
る「
ス
マ
ー
ト
I
C
」の
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。  

　

ス
マ
ー
ト
I
C
は「
社
会
実
験
」を
行
な
っ
た
う
え
で
、
整
備
・
運
営
上
の
課

題
や
利
用
促
進
策
な
ど
を
事
前
に
把
握
し
た
後
、「
本
格
導
入
」へ
移
行
す
る
こ

と
と
な
り
ま
す
。

【
県
内
の
ス
マ
ー
ト
I
C
】

　

•
友
部
S
A
ス
マ
ー
ト
I
C「
本
格
導
入
」   

　

•
水
戸
北
ス
マ
ー
ト
I
C「
社
会
実
験
中
」

　

•
東
海
P
A
ス
マ
ー
ト
I
C
「
事
業
採
択
」

強
化
さ
れ
ま
し
た
。そ
の
よ
う
な
中
、

21
日
に
は
、
早
朝
よ
り
行
き
交
う
ド

ラ
イ
バ
ー
に
安
全
運
転
を
呼
び
か
け

よ
う
と
、
市
内
各
所
で
交
通
安
全
立

哨
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
行
わ
れ
、
参
加

し
た
交
通
関
係
団
体
の
方
が
、
チ
ラ

シ
や
テ
ィ
ッ
シ
ュ
な
ど
の
啓
発
を
図

る
品
物
を
笑
顔
で
声
を
か
け
な
が
ら

手
渡
し
ま
し
た
。
ま
た
、
農
産
セ
ン

タ
ー
前（
部
室
）の
十
字
路
で
は
、
中

央
高
校
の
生
徒
43
名
が
参
加
し
て
活

動
し
、
生
徒
代
表
と
し
て
、
同
校
3

年
の
額
賀
洸
さ
ん
が
交
通
安
全
決
意

文
を
読
み
上
げ
ま
し
た
。

　

9
月
21
日
か
ら
30
日
に
か
け
て
、

全
国
一
斉
に
秋
の
全
国
交
通
安
全
運

動
が
展
開
さ
れ
、
本
市
で
は
、
初
日

に
あ
た
る
21
日
に
、
小
川
文
化
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
、
石
岡
地
区
交
通
安

全
総
決
起
大
会
が
、「
あ
わ
て
ず
に 

一
息
つ
い
て 

み
ぎ 

ひ
だ
り
」を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
大

会
に
は
、
小
美
玉
市
と
石
岡
市
の
高

齢
者
並
び
に
交
通
関
係
団
体
及
び
関

係
機
関
な
ど
か
ら
約
５
０
０
名
が
参

加
し
ま
し
た
。
交
通
事
故
に
よ
り
犠

牲
に
な
ら
れ
た
多
く
の
方
が
た
に
黙

と
う
を
捧
げ
、
交
通
事
故
防
止
の
徹

底
を
誓
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
石
岡

警
察
署
管
内
で
起
き
た
交
通
事
故
の

概
況
説
明
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防

止
に
つ
い
て
鈴
木
交
通
課
長
か
ら
講

話
が
あ
り
、
来
場
し
た
皆
さ
ん
は
、

熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

石
岡
管
内
の
交
通
事
故
は
減
少
傾

向
に
あ
る
も
の
の
、
9
月
に
入
っ
て

か
ら
3
件
の
死
亡
事
故
が
連
続
し
て

発
生
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
9
月
19

日
に
は
、
改
正
道
路
交
通
法
が
施
行

さ
れ
、
飲
酒
運
転
に
対
す
る
罰
則
が

E
T
C
と
は
？

ス
マ
ー
ト
I
C
と
は
？

料金所アンテナ

●アンテナ→車載器（入口情報を送信）

車載器

入口料金所

料金所アンテナ

●車載器→アンテナ（入口情報を送信）
　アンテナ→車載器（料金情報を送信）

出口料金所

▼有料道路を走行▼

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動  

「
石
岡
地
区
交
通
安
全
総
決
起
大
会
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た

「
石
岡
地
区
交
通
安
全
総
決
起
大
会
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
!!

石岡地区交通安全総決起大会

秋の全国交通安全キャンペーン

①
一
時
停
止
場
所
で
は
必
ず
止
ま
り
、
左
右
の
安
全
を
確
か
め
る
。

②
ハ
ン
ド
ル
、
ブ
レ
ー
キ
の
操
作
を
的
確
に
行
う
。

③
交
差
点
で
は
必
ず
安
全
を
確
か
め
る
。

④
信
号
を
守
り
、
信
号
の
見
落
と
し
に
注
意
す
る
。

⑤
脇
見
、
ぼ
ん
や
り
運
転
を
し
な
い
。

高
齢
運
転
者
の
交
通
安
全
運
転
５
則

高
齢
運
転
者
の
交
通
安
全
運
転
５
則

広報おみたま　平成 19年 10月 11 日
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住
民
基
本
台
帳
法
第

住
民
基
本
台
帳
法
第
1111
条
の
条
の
22
第第
1212
項
に
よ
る
公
表

項
に
よ
る
公
表

市
内
全
域
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
サ
ー
ビ
ス
化
の

　
　

実
施
に
向
け
て
N
T
T
東
日
本
、K
D
D
I
に
要
望

　

島
田
市
長
は
、
８
月
30
日
、
東
日
本
電
信
電
話

株
式
会
社
、K
D
D
I
株
式
会
社
の
両
社
に
対
し
、

ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド（
高
速
通
信
回
線
）サ
ー
ビ
ス
を

市
内
全
域
に
普
及
拡
大
す
る
よ
う
要
望
書
を
提
出

し
ま
し
た
。

　

小
美
玉
市
内
に
は
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
を
受
け
ら
れ
な
い
地
域
が
い
ま
だ
に
広
く

存
在
し
て
お
り
、
そ
の
解
消
が
市
民
生
活
向
上
の

た
め
の
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
多
く
の
市
民
の
方
が
た
や
市
議
会
な
ど

か
ら
も
、
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
サ
ー
ビ
ス
地
域
の
拡

大
を
求
め
る
声
が
多
数
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
状
況
を
背
景
に
、
本
市
と
し
て
主
要
な

通
信
業
者
で
あ
る
両
社
に
対
し
て
、
光
フ
ァ
イ

バ
ー
に
よ
る
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
環
境
を
整
備
す
る

よ
う
強
く
求
め
ま
し
た
。

　

要
望
を
受
け
た
両
社
と
も
、「
光
フ
ァ
イ
バ
ー
の

環
境
整
備
に
つ
い
て
は
、
地
域
性
を
考
慮
す
る
と

容
易
に
進
め
ら
れ
な
い
の
が
現
実
で
す
が
、
ご
要

望
の
趣
旨
を
真
摯
に
受
け
止
め
、
今
後
十
分
に
検

討
し
て
ま
い
り
た
い
」

と
の
回
答
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

KDDI ㈱本多課長に要望書を手渡す NTT 東日本㈱作山茨城支店長に要望書を手渡す

　

平
成
19
年
１
月
か
ら
６
月
ま
で
に
申
請
の
あ
り
ま
し
た
、
住
民
基
本
台
帳
の
閲

覧
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

氏
名
・
団
体
名
称

利
用
目
的

1
　

 

上
吉
影
区

　

老
人
会
結
成
の
た
め
、65
歳
以
上
の
男
女

2
　

自
衛
隊
茨
城
地
方
協
力
本
部
　

平
成
19
年
度
自
衛
官
募
集
の
た
め

　
（
自
衛
隊
法
第
29
条
、
35
条
）

3
　

農
林
水
産
省

　

関
東
農
政
局
茨
城
農
政
事
務
所
　

米
の
消
費
動
向
等
調
査
の
た
め

4
　

日
本
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー

　
（
共
同
申
出
者 

日
本
銀
行
）

　

生
活
意
識
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト

　

調
査
の
た
め

5
　

水
戸
保
健
所

　

平
成
19
年
国
民
生
活
基
礎
調
査
の
た
め

6
　

中
央
調
査
社

 　
（
委
託
者
N
H
K
）

　

生
活
意
識
に
関
す
る
調
査
の
た
め

7
　

新
情
報
セ
ン
タ
ー

　
（
委
託
者 

家
の
光
協
会
）

　

読
書
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト

　
（
第
62
回
全
国
農
村
読
書
調
査
）

と　き　10月28日（日）　午前10時～
ところ　小美玉市玉里運動公園
　　　　（玉里B&G海洋センター）　雨天決行

平成 19年 10月 11日　広報おみたま
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現
在
、
日
本
人
の
死
因
の
多
く
は
、
が
ん
・
心
疾
患
・
脳
血
管
疾
患
・
糖
尿
病
な
ど
の
生
活
習
慣
病
が
約
６
割
を
占

め
て
い
ま
す
。
生
活
習
慣
病
は
、
医
療
費
全
体
の
３
分
の
１
に
も
お
よ
び
、
増
え
続
け
る
医
療
費
に
も
大
き
な
影
響
を

与
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
平
成
20
年
４
月
か
ら
は「
高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
」に
基
づ
き
、
40
歳
か
ら
74
歳
ま
で
の

す
べ
て
の
人
を
対
象
と
し
た
新
し
い「
特
定
健
診
、
特
定
保
健
指
導（
以
下
、
特
定
健
診
）」が
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。
新
た
な
健
診
制
度
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

40歳～74歳の
すべての人を対象に

平
成
20
年
４
月
か
ら

新
し
い
健
診
と
保
健
指
導
が
は
じ
ま
り
ま
す

病
の
改
善
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

■ 

早
期
発
見
・
治
療
か
ら

　
　
　
　
　
　
　

予
防
に
向
け
た
支
援
へ

　

今
ま
で
の
健
診
で
は
、
個
別
の
病
気
に

早
期
発
見
・
治
療
を
目
的
と
し
、
健
診
後

は
「
要
指
導
」「
要
医
療
」
者
へ
受
診
を

勧
め
、
病
気
ご
と
の
指
導
を
中
心
に
行
っ

て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
特
定
健
診
・
特

定
保
健
指
導
で
は
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド

ロ
ー
ム
の
予
備
群
の
人
を
見
つ
け
出
し
、

改
善
と
予
防
に
向
け
た
支
援
、
す
な
わ
ち

保
健
指
導
に
重
点
が
お
か
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

◆ 

特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
の
詳
細
に

つ
い
て
は
、
随
時
紹
介
し
て
い
く
予
定

で
す
。

問
医
療
保
険
課

　

☎
４
８-

1
1
1
1

 

内
線
1
1
0
4

■
生
活
習
慣
病
の
予
防
を
徹
底

　

特
定
健
診
で
は
、
生
活
習
慣
病
の
発

症
や
重
症
化
を
予
防
す
る
た
め
に
メ
タ

ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム（
内
蔵
脂
肪
症

候
群
）に
着
目
し
、
該
当
者
お
よ
び
予
備

群
を
減
少
さ
せ
る
こ
と
で
、
健
康
を
維

持
し
医
療
費
の
削
減
を
図
る
ね
ら
い
が

あ
り
ま
す
。

■ 

医
療
保
険
者
が
特
定
健
診
・

　
　
　
　

特
定
保
健
指
導
の
実
施
主
体
に

　

皆
さ
ん
が
加
入
し
て
い
る
各
医
療
保
険

者（
※
注
）が
、
特
定
健
診
・
保
健
指
導
の

実
施
主
体
と
な
り
ま
す
。
現
在
、
各
医
療

保
険
者
で
は
次
年
度
に
向
け
て
準
備
を

行
っ
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
医
療
保
険
者
に
確
認
し
て
い
た
だ
く
こ

と
と
な
り
ま
す
。

■ 
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
を

　
　
　
　
　
　
　

見
つ
け
る
検
査
が
追
加

　

特
定
健
診
で
は
、
検
尿
や
血
液
検
査
項

目
な
ど
の
中
に
、「
腹
囲
測
定
」や「
L
D
L

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
検
査
」な
ど
が
新
た
に

加
わ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
は
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド

ロ
ー
ム
や
血
管
疾
患（
心
臓
病
や
脳
卒
中

な
ど
）の
危
険

因
子
を
判
定
す

る
の
に
効
果
的

な
項
目
で
す
。

■ 

個
人
の
リ
ス
ク
や
必
要
性
に

　
　
　
　
　
　

応
じ
た
保
健
指
導
を
実
施

　

特
定
健
診
の
結
果
や
、
質
問
票
の
回
答

な
ど
を
考
慮
し
、
対
象
と
な
る
人
を
リ
ス

ク
の
高
い
順
か
ら
３
段
階
に
分
け
、
そ
れ

ぞ
れ
の
状
態
に
応
じ
て
医
師
・
保
健
師
な

ど
に
よ
る
保
健
指
導
を
行
い
、
生
活
習
慣

※ 

医
療
保
険
者
…
各
健
康
保
険（
政
府
管

掌
・
健
保
組
合
）、
各
共
済
組
合
、
国

民
健
康
保
険
な
ど

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

　
　

 （
内
臓
脂
肪
症
候
群
）と
は
？

　

最
近
、
テ
レ
ビ
や
新
聞
な
ど
で「
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド

ロ
ー
ム（
内
臓
脂
肪
症
候
群
）」と
い
う
言
葉
を
耳
に
す
る
こ

と
が
多
く
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
内
臓
脂
肪
の
蓄
積
が
、

体
に
い
ろ
い
ろ
な
悪
さ
を
し
、
生
活
習
慣
病
の
引
き
金
に

な
っ
て
い
る
状
態
の
こ
と
を
言
い
ま
す
。

　

肥
満
・
高
脂
血
症（
脂
質
異
常
）、
高
血
圧
、
糖
尿
病
は
、

早
期
の
段
階
で
は
、
ほ
と
ん
ど
自
覚
症
状
が
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
、
進
行
す
る
と
、
動
脈
硬
化
を
引
き
起
こ
し
、
心

筋
梗こ

う
そ
く塞
な
ど
の
心
臓
病
や
脳
卒
中
、
が
ん
へ
移
行
す
る
可
能

性
が
高
く
な
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

厚
生
労
働
省
の
調
査
で
は
40
歳
か
ら
74
歳
ま
で
の
男
性
の

２
人
に
１
人
、
女
性
の
５
人
に
１
人
が
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン

ド
ロ
ー
ム
か
、
ま
た
は
そ
の
可
能
性
が
高
い
と
い
う
結
果
が

出
て
い
ま
す
。

メタボリックシンドロームの診断基準

◆内臓脂肪型肥満
　腹囲　男性 85cm以上　女性 90cm以上

上記に加え、以下のうち 2項目以上が
該当（1項目が該当の場合は予備群）

◆高血糖
　空腹時血糖100mg/dl以上
◆脂質異常
　中性脂肪150mg/dl 以上かつ／または HDL
　コレステロール 40mg/dl 未満
◆高血圧
　収縮期血圧130mmHg以上かつ／または拡
　張血圧 85mmHg以上

メタボリックシンドローム

広報おみたま　平成 19年 10月 11 日
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住民健診を実施します
　健診は、日ごろの生活習慣を見直す良い機会ともなります。年に1回は必ず健康診断を受けましょう。
小美玉市に住所を有する方で、今年度健診を受診されていない方は受診できます。（申込みは必要ありません）

　平成14年度から5か年計画で開始された肝炎ウイルス検診は、今年
度から対象者が変わります。
　下記に該当される方は、ぜひ受診しましょう！

　●対象者　今年度40歳になる方（希望者は当日受付でお申込みください）

　昨年度から65歳以上になられる方
には介護予防検診が加わりました。こ
れは、高齢者が要介護状態にならず、
元気で生涯にわたり自立して暮らし
ていくことを目指して行うものです。

■内容および対象・料金

項　　目

結核検診

肺がん検診

基本健康診査

介護予防検診

健康づくり健康診査

前立腺がん検診

肝炎ウイルス検診

コリンエステラーゼ

40歳以上

40歳以上

40歳以上該当者

40歳以上

65歳以上の基本健康診査受診者

18歳～39歳

50歳以上の男性

今年度40歳

農薬多量使用者

胸部レントゲン検査

胸部レントゲン検査

喀痰検査

尿検査、身体測定、血圧、眼底、心電図、採血（貧血・
コレステロール・中性脂肪・肝機能・血糖・尿酸等）

下記の表を参照

基本健康診査と同様

採血検査

採血検査（Ｂ型・Ｃ型肝炎ウイルスセット検査）

採血検査（肝機能検査）

無　  料

無　  料

500円

1,100円

無　  料

1,100円

500円

500円

100円

対　象　者 内　　容 料　金

※料金…70歳以上、身障手帳１・２級所持者、療育手帳Aのつく方、生活保護受給者は無料です。

肝炎ウイルス検診は
今年度も実施します

65歳以上の方への
お知らせです

対  象

内  容

今年度65歳以上の方

①問診
　心身の機能、生活行為など25項目を伺います
②採血  
　血清アルブミンにより栄養状態を調べます
③医師の診察　（※該当者のみ）

期　　日 会　　場 地　　区 受付時間

11月13日（火） 竹原農村環境改善センター

11月14日（水） 納場農村女性の家

11月15日（木） 美野里公民館

上馬場・竹原中郷・小曽納
花野井・中台・希望ヶ丘

堅倉・小岩戸・上小岩戸・先後
橋場美

西郷地・清風台・柴高・上鶴田
下鶴田・長砂・三箇

竹原・竹原下郷・中野谷
納場・江戸・江戸住宅・羽刈
北浦・高田・手堤・大笹・寺崎

午前9時30分～11時30分

午後1時～2時30分
午前9時30分～11時30分
午後1時～2時30分

午前９時30分～11時30分

午後1時～2時30分

■日時・実施会場・対象地区

平成 19年 10月 11日　広報おみたま
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期　　日 会　　場 地　　区 受付時間

11月16日（金） 羽鳥公民館

11月28日（水） 四季健康館

羽鳥・駅前・東平・羽刈前
市営住宅

仲丸・大曲・西明地・張星
部室・五万堀・中峰・未受診者

大谷・金谷久保・十二所・高場

脇山・花館・旭・未受診者

午前9時30分～11時30分

午後1時～2時30分

午前9時30分～11時30分

午後1時～2時30分

■持ち物
　・受診券（郵送された方）
　・生活機能評価問診表（65歳以上で郵送された方）
　・個人負担金（つり銭のないようご用意ください）
　・健康手帳（40歳以上の方。お持ちでない方は当日発行します）
　・身体障害者手帳（１・２級）、療育手帳をお持ちの方

■注意事項
　・午前に受診する場合は朝食を、午後に
　  受診する場合は、朝食後は何も摂らずに
　  受診されることをお勧めします。（糖分
　  の入っていないお茶、水、コーヒー等は
　  摂ってもかまいません。）

　「脳の健康教室」で地域のお元気なご高齢者に対して学習支援を行うボランティアスタッフを募集しています。
あなたの笑顔を地域のために生かしてみませんか！

対　　象　おおむね65歳までの市民の方で、
　　　　　明るく高齢者との会話を楽しめる方。
活動内容　週1回3時間程度、参加高齢者への学習支援
活動場所　①小川保健相談センター　②四季健康館　③玉里保健福祉センター

申込み・問い合わせ　小美玉市地域包括支援センター　☎４８－１１１１　内線3113・3114　FAX４８－００４４

活  動  日　平成19年11月～平成20年3月
　　　　　①毎週火曜日　②毎週金曜日
　　　　　③毎週木曜日

　対象地区以外の方も受診できますので、直接健診会場にお越しください。  

『茨城空港見学会』参加者募集！『茨城空港見学会』参加者募集！『茨城空港見学会』参加者募集！

「脳の健康教室」学習サポーターを募集しています

　市では、平成21年度の開港に向けて工事が進む、首都圏の北の玄関口『茨城空港』への見
学会の参加者を募集します。参加ご希望の方は、以下の内容をご覧のうえご応募ください。な
お、参加は無料ですが、先着順ですので、定員になり次第、締め切らせていただきます。お早め
のご応募をお待ちしています。

⒈開催日時等
　■開催日時　11月8日（木）午後から
　■集合場所　小美玉市役所及び小川総合支所
　■出発時間　午後1時（小川総合支所は、午後1時30分）
　■見学場所　国土交通省が整備する茨城空港
　　　　　　　＊詳細は参加者が決定次第、事務局からご連絡します。
⒉募集対象及び定員
　■対　　象　市内在住の方に限ります。
　　　　　　　※なお、小学生以下の方は、
　　　　　　　　保護者の同伴が必要となります。
　■定　　員　30名程度
　　　　　　　＊定員になり次第、締め切らせていただきます。
⒊募集期間
　■10月25日（木）から定員になり次第終了。
　　※募集開始前の申込み並びに事前予約などは行いません。

⒋応募方法
　　参加を希望する方は，以下の必要事項をご記入の
　うえ、ファックスまたは電子メールでお申込みください。
　申込みは先着順となりますので、お早めにお申込み
　ください。なお、電話でのお申込みはご遠慮ください。
　　❶郵便番号、住所、電話番号　❷氏名、性別
　　❸生年月日、年齢　❹勤務先または学校名
　　❺集合希望場所
⒌応募・問い合わせ（事務局）
　　〒319－0192　小美玉市堅倉835番地
　　小美玉市 市長公室 空港対策課内「茨城空港見学会」担当
　　　☎0299－48－1111　内線1161
　　FAX0299－48－1199
    　電子メール　kuko@city.omitama.lg.jp
　　ホームページ　http://www.city.omitama.lg.jp/hyakuri/index.html

健康増進課　成人保健係（四季健康館内）　☎４８－０２２１　内線 4004・4006【問い合わせ】

65歳以上シニアのハツラツ教室 随時募集！

広報おみたま　平成 19年 10月 11 日
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　 交通安全を呼びかけながら全国を巡回する全国キャラバ
ン隊が、8月 23 日に本市を訪れ、美野里公民館において大
臣メッセージの伝達式が行われました。
　当日は、鶴町副市長や市交通安全協会、交通安全指導員会、
交通安全母の会、女性ドライバー友の会会員など大勢の方が
たが出迎えました。
　式では、茨城県交通安全母の会連合会の神戸礼子会長が内
閣府特命担当大臣（交通対策本部長）からのメッセージを読み

　９月1日、県などが主催する
人権啓発講演会が四季文化館
（みの～れ）で開かれ、女優の
小山明子さんが「二人三脚で
乗り越えた介護の日々～今日
も二人で～」と題して、講演を
行いました。
　小山さんの夫で映画監督の
大島渚さんが倒れたのは、
1996 年 2月仕事でロンドン
に向かう飛行機の中のこと。命は取り留めたものの下半身麻
痺という重症で言語障害が残り、ロンドンに入院してしまい
ました。小山さんは当時テレビの仕事があり、すぐに夫のも
とに行くことができず、心労が重なり、自らもうつ病となり、
自殺騒ぎを起こし精神科に入院することになってしまったそ
うです。
　これまで女優業に専念し家事の一切を家政婦に任せていた
小山さん。突然襲った不幸で、体が不自由になった夫を抱え
「妻としてやらねば」と、ここから夫を介護する毎日が始まっ
たそうです。
　手を貸すと、必ず夫から「ありがとう」という感謝のことば
をもらううち、女優の仕事ができなくなったつらさから発症
したうつ病は治り、どん底を経験したことによって「命が大
事。この人（監督）が大事。ささやかなところに幸せがあるこ
とに気づきました」と語りました。苦悩しながらもつらい日々
を二人で乗り越え、「生きているだけでありがたい。今でも
30分はベットの中で手を握っているんですよ」と夫との仲む
つまじい生活を披露しました。

　9月6日、小川運動公園体育館で、
市老人クラブ連合会小川支部主催の
「輪投げ・吹き矢大会」が開催され、
各地区老人会の選手の皆さんが得点
を競い合いました。 
　大会結果は、次のとおりです。

【団体の部】
　輪投げの部　優　勝　山川老人クラブ
　　　　　　　準優勝　下田老人クラブ
　　　　　　　３　位　立延老人クラブ

　吹き矢の部　優　勝　前原老人クラブ
　　　　　　　準優勝　上合老人クラブ
　　　　　　　３　位　大町老人クラブ

上げ、交通ルールの遵守と正しい交通マナーの実践を呼
びかけました。またキャラバン隊を歓迎し、太陽保育園
児による創作太鼓の演奏が行われました。

平成 19年 10月 11日　広報おみたま
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　9月 30 日（日）、玉里総合文化センター（コスモス）
で、小美玉市福祉まつり実行委員会・（福）小美玉市社
会福祉協議会主催の「第 1回福祉にっこりまつり」が
開催されました。
　館内の文化ホールでは、福祉功労者の顕彰式をはじ
め、高齢者ファッションショー、認知症サポーター講
座、「どんぐりの家」上映会などが行われました。また、
ホワイエでは、介護実技などの見学や車いす・アイマ
スクの体験、介護・福祉に関するさまざまな展示や実
演などが行われました。
　また、当日は雨にもかかわらず、館外にはたくさん
のボランティア協力団体による模擬店が出され、非常
食炊出し実演（試食）、福祉作業生によるポップコーン
とわた菓子の無料配布などに、長蛇の列ができていま
した。子どもからお年寄りまで大勢の方がたが、さま
ざまな体験を通して交流し、福祉への理解を深めた一
日となりました。

　隠谷地区は、今年 8月に地域の子どもたちに楽し
い科学体験をしてもらおうと、地区のボランティアの
協力によって、市内の小学 5・6年生を対象とした模
型飛行機づくりを計画しました。
　当日はあいにくの雨模様で参加者は少なかったもの
の、午後には雨が上がり、田村先生の指導により約 2
時間かけて作った模型飛行機を野田小学校の校庭でお
もいっきり飛ばしました。はじめは上手く飛ばなかっ
た飛行機も勢いをつけずそっと手から離すように飛ば
すことを指導されたり、重心の微調整をしたりしても
らうと、長く飛び続けるようになり、子どもたちはお
もしろそうに何回も飛ばしていました。また、Uコン機
（エンジン付）の体験操縦も行われ、迫力ある操縦がで
　　　　　　　　　　　　　　　　　きたことで子ど
　　　　　　　　　　　　　　　　　もたちは大喜び
　　　　　　　　　　　　　　　　　でした。

　9月1日、小川町商工会(山西庸義会長)主催による「サマー
フレンドリーフェスティバル 2007」が小川文化センター駐
車場で開催されました。
　今年は、「ふるさと大好き」をキャッチフレーズに、ステー
ジでは保育園児によるかわいらしい元気いっぱいの踊りや、
卒園してちょっぴりお兄さんお姉さんになったルンビニーバ
ンドによる合奏の披露、子どもたちに人気のおじゃる丸ぬい
ぐるみショーやフラメンコショー、百里太鼓公演などが行わ
れました。
 会場には、おみたまアイスやにらせんべいなどの特産品ブー
ス、百里基地ブースなどが設けられ、中央に置かれたテーブ
ルにはたくさんの家族連れが腰掛け、楽しいひとときを過ご
しました。
　また、日が暮れるころ盆踊り大会が始まり、子どもたちは
「おじゃる丸まったり音頭」で楽しく踊り、大人は昔ながら
の小川音頭や炭坑節、相馬盆唄の曲に合わせて踊り、夏の夜
の楽しいひとときを過ごしました。

　9月 20 日、美野里ゴルフクラブで第 2回小美玉市民ゴル
フ大会が開催され、124 名が参加し、プレーを楽しみました。
 大会結果は、次のとおりです。（敬称略）

　総合優勝　　　　森川道成
　シニアの部優勝　橋本光弘
　女子の部優勝　　徐　　信
　ベストグロス　　男　子　森川道成 
　　　　　　　　　女　子　徐　　信
　　　　　　　　　シニア　橋本光弘

広報おみたま　平成 19年 10月 11 日
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ふ
だ
ん
歯
科
医
師
に
聞
け
な
い
こ

と
、
入
れ
歯
の
こ
と
、
子
ど
も
さ
ん

の
歯
の
悩
み
、
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
、
矯

正
、
口
臭
の
悩
み
、
顎
関
節
症
、
歯

周
病
、
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
の
仕
方
、
料

金
の
こ
と
な
ど
歯
の
悩
み
や
質
問
を

何
で
も
受
け
付
け
ま
す
。
相
談
は
無

料
で
す
。

　

匿
名
で
結
構
で
す
の
で
、
お
気
軽

に
お
電
話
く
だ
さ
い
。
歯
科
医
師
が

相
談
に
応
じ
ま
す
。

と　

き　

11
月
11
日（
日
）

　
　
　
　

午
後
2
時
〜
５
時

受
付
電
話
番
号

　

☎
０
２
９-

８
２
３-

７
９
３
０

　

☎
０
２
９-

８
３
５-

０
７
３
７

 

主　

催　

茨
城
県
保
険
医
協
会

と　

き　

11
月
18
日（
日
）

　
　
　
　

午
後
1
時
〜
５
時

と
こ
ろ　

 

土
浦
市
総
合
福
祉
会
館 

社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
土
浦
ウ
ラ
ラ
ビ
ル
2

4
階
講
義
講
習
室
）

内　

容

●
人
工
内
耳
相
談
会

　
　
　
　
　
　
（
午
後
1
時
〜
3
時
）

・
最
新
の
人
工
内
耳
に
つ
い
て

　
　

筑
波
大
学
附
属
病
院　

耳
鼻
咽
喉
科 

　
　
　
　
　
　
　

  

田
淵
経
司 

先
生 

・
最
新
の
人
工
内
耳
機
器
の
説
明 

　
　

講
師　

㈱
日
本
コ
ク
レ
ア

　
　
　
　
フ
ァ
ミ
リ
ー
日
誌 

１
，４
０
０
円

　
　
　
　

新
農
家
暦
３
６
０
円

申
込
締
切 

11
月
20
日（
火
）

※ 

日
誌
、
暦
の
配
布
、
代
金
の
徴
収

は
小
美
玉
市
役
所
企
画
調
整
課
で

行
い
ま
す
。

※
電
話
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

　

問
企
画
調
整
課　

統
計
係 

　

☎
４
８-

１
１
１
１

　

内
線
１
２
３
４

　

一
般
家
庭
の
電
気
設
備
に
つ
い
て

は
、
電
気
事
業
法
に
基
づ
き
4
年
に

一
度
の
定
期
的
な
安
全
調
査
を
行
う

こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

  

定
期
調
査
は
、「
財
団
法
人 

関
東

電
気
保
安
協
会（
国
の
登
録
機
関
）」

が
東
京
電
力
か
ら
委
託
を
受
け
て
実

施
し
て
い
ま
す
。

時
期
・
場
所

　

10
月　

栗
又
四
ケ
、
田
木
谷

　

11
月　

 

田
木
谷
、
小
川
、
上
玉
里
、

中
延

※ 
関
東
電
気
保
安
協
会
調
査
員
は
、

制
服
、
腕
章
、
写
真
入
り
の
調
査

員
証
を
着
用
し
て
い
ま
す
。

※ 

調
査
の
際
に
、
費
用
を
い
た
だ
い

た
り
、
物
品
販
売
な
ど
は
し
ま
せ

ん
の
で
、
類
似
の
業
者
に
は
お
気

を
つ
け
く
だ
さ
い
。

問
㈶
関
東
電
気
保
安
協
会

　
　
　
　

茨
城
事
業
本
部　

調
査
部 

　

☎
０
２
９-

２
２
６-

３
２
２
１ 

●
難
聴
者
相
談
会

　

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

　
　
　
　
　
　
（
午
後
3
時
〜
5
時
）

　
情
報
保
障　

要
約
筆
記
、
磁
気
誘
導
ル
ー
プ

参
加
費　

無
料

問
N
P
O
法
人 

茨
城
県
中
途
失
聴
・
難
聴
者
協
会

　

☎
・
℻  
０
２
９-

８
５
７-

５
１
３
８

　

秋
の
深
ま
り
と
と
も
に
、
日
本

一
の
生
産
量
を
誇
る
本
県
特
産
で

あ
る
霞
ヶ
浦
沿
岸
の
れ
ん
こ
ん
が
、

い
よ
い
よ
収
穫
本
番
を
迎
え
ま
す
。

 

そ
ん
な
旬
の
れ
ん
こ
ん
の
オ
リ
ジ

ナ
ル
料
理
を
よ
り
美
味
し
く
・
身

近
に
食
べ
て
い
た
だ
く
た
め
に
11

月
1
日
か
ら
30
日
ま
で
の
1
か
月

間
、
れ
ん
こ
ん
料
理
フ
ェ
ア
を
開

催
し
ま
す
。

と　

き　

11
月
1
日（
木
）〜
30
日（
金
）

実
施
地
域　

霞
ヶ
浦
流
域
6
市
町
村

　
　
　
　
　
（ 

土
浦
市
、
稲
敷
市
、

か
す
み
が
う
ら
市
、

美
浦
村
、
阿
見
町
、

河
内
町
）の
ホ
テ
ル
や

料
理
店
な
ど
33
店
舗

れ
ん
こ
ん
料
理
試
食
・
展
示
会

　

料
理
フ
ェ
ア
に
参
加
す
る
ホ
テ

ル
、
料
理
店
が
創
意
工
夫
を
し
た

れ
ん
こ
ん
料
理
の
展
示
や
レ
シ
ピ
の

紹
介
、
試
食
会
を
開
催
し
ま
す
。

と　

き　

11
月
7
日（
水
）

　
　
　
　

午
前
11
時
30
分
〜

　
　
　
　
　
　
　
　

午
後
1
時
30
分

と
こ
ろ　

土
浦
駅
前
ウ
ラ
ラ
ビ
ル
5
階

　
　
　
　
　

 

「
県
南
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
」

　

対
話
集
会
に
参
加
し
て
、
県
政
に

つ
い
て
橋
本
知
事
と
意
見
交
換
し
て

み
ま
せ
ん
か
。
聞
く
だ
け
で
も
最
新

の
県
政
の
動
き
が
分
か
り
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

と　

き　

11
月
15
日（
木
）

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

と
こ
ろ　

ふ
れ
あ
い
の
里
石
岡

　
　
　
　

ひ
ま
わ
り
の
館

　
　
　
　
（
石
岡
市
大
砂
１
０
５
２
７-

６
）

対　

象　

20
歳
以
上
の
方

応
募
方
法　

 

は
が
き
、フ
ァ
ッ
ク
ス
、

E
メ
ー
ル（
い
ず
れ
も

可
）に
参
加
会
場
・
住

所
・
氏
名
・
性
別
・
職

業
・
電
話
番
号
を
明
記

の
う
え
、
ご
応
募
く
だ

さ
い
。

応
募
締
切　

11
月
1
日（
木
）必
着

　

問
茨
城
県
県
南
地
方
総
合
事
務
所

　

県
民
生
活
課

　

〒
３
０
０-

０
０
５
１

 
 

土
浦
市
真
鍋
５-

１
７-

２
６

　

☎
０
２
９-

８
２
２-

７
０
２
６

　

℻  
０
２
９-

８
２
２-

７
０
５
０

　

E
メ
ー
ル

　

na㎱ okenmin  @
pref.ibaraki.lg.jp

　

法
的
ト
ラ
ブ
ル
で
お
困
り
の
方
、

ま
た
法
的
ト
ラ
ブ
ル
か
ど
う
か
わ
か

ら
な
い
方
も
、
お
気
軽
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。
紛
争
解
決
に
役
立

つ
情
報
や
、
法
律
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
る
国
、
地
方
公
共
団
体
、
各
種
相

談
機
関
、
弁
護
士
・
司
法
書
士
等
の

各
種
士
業
団
体
の
相
談
窓
口
の
情
報

を
無
料
で
提
供
し
ま
す
。

時　

間

　
（
平
日
）午
前
9
時
〜
午
後
9
時

　
（
土
曜
）午
前
9
時
〜
午
後
5
時

●
日
本
司
法
支
援
セ
ン
タ
ー「
法
テ
ラ
ス
」 

　

☎
０
５
７
０-

０お
な
や
み
な
し

７
８
３
７
４（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

※ 

P
H
S
・
I
P
電
話
か
ら
は
、

　

 

☎
０
３-

６
７
４
５-

５
６
０
０

に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

　

茨
城
農
林
水
産
統
計
協
会
発
行
の

『
平
成
20
年
版
農
業
日
誌
・
新
農
家

暦
』の
申
込
み
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
。 

価　

格　
（
予
約
特
価
）

　
　
　
　

農
業
日
誌 

１
，４
０
０
円

「
知
事
と
語
ろ
う『
明
日
の
茨
城
』」

参
加
者
募
集

法
的
ト
ラ
ブ
ル
を
抱
え
て
お
困
り
の
方
へ

「
法
テ
ラ
ス
」が
相
談
窓
口
等
の

情
報
を
提
供
し
ま
す

「
歯
の
何
で
も
電
話
相
談
」

申

『
平
成
20
年
版
農
業
日
誌・新
農
家
暦
』

申
込
予
約
受
付
中
!

電
気
設
備
安
全
点
検

申

人
工
内
耳
及
び

難
聴
者
相
談
会

日
本
一
の
れ
ん
こ
ん
料
理
フ
ェ
ア

平成 19年 10月 11日　広報おみたま
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　市では、市内にお住まいで墓地を持っていない方（世帯主）
を対象に霊園の使用者を募集しています。

場　所　小美玉市花野井字三久保 559 番地
使用料　268，000 円（永代）
管理料　3，150 円（年額）
　詳しくは、環境課環境衛生係へお問い合わせください。
　☎４８-１１１１　内線 1144

　

市
で
は
、
平
成
20
年
度
に
経
済
的

社
会
的
諸
条
件
を
考
慮
し
、
長
期
的

観
点
か
ら
農
業
振
興
地
域
整
備
計
画

（
優
良
農
地
の
保
全
な
ど
）
の
総
合

見
直
し
を
行
い
ま
す
。

　

整
備
計
画
の
随
時
変
更（
個
別
的

な
農
振
除
外)

に
つ
き
ま
し
て
は
、

年
3
回（
6
月
、
10
月
、
2
月
）行
っ

て
き
ま
し
た
が
、
こ
の
総
合
見
直
し

に
伴
い
平
成
20
年
度
は
、
全
体
的
な

整
備
計
画
変
更
の
た
め
申
請
受
付
を

休
止
し
ま
す
。

　

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご

理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※ 

見
直
し
業
務
の
進
捗
状
況
に
よ

り
、
除
外
等
の
申
請
の
受
付
休
止

期
間
を
変
更
す
る
場
合
も
あ
り
ま

す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

向
こ
う
1
年
半
以
内
に
農
用
地
区

域
へ
の
編
入
、
ま
た
は
、
農
用
地
区

域
か
ら
の
除
外
申
請
を
予
定
し
て
い

る
方
は
、必
ず
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

平
成
19
年
度
除
外
等
申
請
受
付
締
切
日

　

平
成
20
年
1
月
10
日（
木
）

問
農
政
課
農
政
係

　

☎
４
８-
１
１
１
１

　

内
線
１
１
８
１

　

市
で
は
、
都
市
計
画
の
基
礎
と
な

る
都
市
の
現
況
を
把
握
す
る
た
め
、

建
物
や
土
地
利
用
の
状
況
に
つ
い
て

現
地
調
査
を
行
い
ま
す
。

　

調
査
員
は
、調
査
用
の
腕
章
を
し
、

身
分
証
を
携
帯
し
て
い
ま
す
。

対
象
区
域　

市
内
全
域

内　

容　

 

建
物
や
土
地
の
現
況
を
目

視
に
て
確
認
し
ま
す
。

※ 

調
査
は
道
路
上
か
ら
行
う
の
で
、
敷

地
内
に
入
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

期　

間　

平
成
19
年
10
月
中
旬
〜

　
　
　
　
　
　

平
成
20
年
1
月
下
旬

委
託
先　
株
式
会
社
ア
イ
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

問
都
市
整
備
課　

都
市
計
画
係

　

☎
４
８-

１
１
１
１　

内
線
１
１
５
３

と　

き　

11
月
4（
日
） 

　
　
　
　

午
前
8
時
30
分
受
付

　
　
　
　

午
前
9
時
開
会

         　

 ﹇
予
備
日 

11
月
11
日（
日
）﹈

と
こ
ろ　

希
望
ヶ
丘
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

種　

目　

男
子
・
女
子
の
各
ダ
ブ
ル
ス

試
合
方
法　

 

予
選
リ
ー
グ
戦
の
後
、
決
勝
ト
ー

ナ
メ
ン
ト
戦
６-

６
タ
イ
ブ
レ
ー

ク（
参
加
数
に
よ
り
変
更
有
り
）

参
加
資
格　

 

市
内
在
住
・
市
内
企
業
勤

務
者
ま
た
は
協
会
登
録
者

参
加
料

　

1
種
目
1
ペ
ア
２
，０
０
０
円

　
（
た
だ
し
、協
会
登
録
者
は
１
，８
０
０
円
）

表　

彰　

各
種
目
3
位
ま
で

主　

催　

小
美
玉
市
美
野
里
テ
ニ
ス
協
会 

申
込
期
限　

10
月
26
日（
金
）

申
込
み　

希
望
ヶ
丘
公
園
管
理
セ
ン
タ
ー 

　

☎
４
７-

０
１
６
７

　

℻  
４
９-

１
０
６
６

　
（ 

電
話
で
の
申
込
み
で
も
可
、
参

加
料
は
当
日
徴
収
し
ま
す
。）

　

E
メ
ー
ル

　
　

koji-igari@
city.om

itam
a.lg.jp

そ
の
他

　

当
日
の
天
気
が
は
っ
き
り
し
な
い

と
き
は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
希
望
ヶ
丘
公
園
管
理
セ
ン
タ
ー　

猪
狩

　

☎
０
９
０-
２
５
５
６-

６
０
１
８

小美玉市美野里霊園小美玉市美野里霊園
　　使用者を募集しています　　使用者を募集しています

11月3日・4日・11日

◆受付　午前９時～１１時３０分 　午後１時～３時３０分

◆病気やケガのとき、お医者さんを探す（24時間対応）　☎０２９－２４１－４１９９
◆お子さんが急な病気などで相談したい時（相談時間：午後６時30分～午後10時30分）　☎０２９－２５４－９９００

◆受付  午前９時～１１時３０分・午後１時～３時３０分
日
3
4
11

 外　　　科

11月2日・3日・4日・10日・11日

◆受付 　午後７時～１０時３０分

休日診療当番医(外科)休日診療当番医(外科) 緊急診療所（内科・小児科）緊急診療所（内科・小児科）11月11月11月 11月11月11月緊急診療所（石岡市医師会病院内）☎２３－３５１５

休　日

夜　間
斉藤病院　　　 （石岡市）　　 ☎(26)2131
滝田整形外科　　（石岡市）　　  ☎(23)2071
渡辺クリニック　（石岡市）　　  ☎(26)7633

■
農
業
振
興
地
域
整
備

　

計
画
を
見
直
し
ま
す

■
都
市
計
画
基
礎
調
査
に

　

ご
協
力
く
だ
さ
い

コンビニ

JA美野里
セレモニーホール

四季健康館

小美玉市役所

至水戸方面至石岡方面
国道6号

陸橋

運動
公園

希望ヶ丘団地

美野里霊園
案内図

◆
小
美
玉
市
美
野
里

　

秋
季
テ
ニ
ス
大
会

広報おみたま　平成 19年 10月 11 日
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けんこうビューけんこうビューけんこうビュー 薬の飲み方・使い方について

　薬の飲み方や量は、症状や年齢、体質などを考えたうえで決められていますので、自分で判断して変
えてはいけません。また、薬はたくさん飲めばよく効く、治るというわけではありません。次に示した
のは、基本的な薬の用い方です。分からない点があれば、医師や薬剤師に相談してください。

●内服の仕方

Ｑ1 薬を水なしで飲んでいいの？　ジュースで飲んでもいい？
　Ａ1  　なるべくコップ一杯のお水もしくはぬるま湯で飲みましょう。水なしで飲むと薬がのどや食道
　　　 に引っかかって、食道に炎症を起こしたり傷がつくことがあります。
　　　　また、水やぬるま湯以外のもので飲むと、薬の吸収が悪くなって効き目が悪くなったり、逆に早く
　　　吸収されて副作用が現れたりする場合があります。（例：炭酸飲料やジュース、牛乳など）
Ｑ2  薬を飲み忘れた時はどうしたらいい？
　Ａ2　　飲み忘れた時間が飲むべき時間より次に飲む時間に近い場合は、忘れた分は飛ばしても大丈夫
　　　 です。また、飲み忘れに気付いた時間が飲むべき時間からあまりたっていない場合は内服しましょう。
　　　　 この場合、次に内服する時間の間隔が短くなるので、少し遅めに飲みましょう。しかし糖尿病の
　　　 薬で血糖値に関わる薬など、疾患や薬によって違う場合もありますので、医師や薬剤師に確認して
　　　 ください。

●古くなった薬は捨てましょう
　飲み残した薬や使用期限が過ぎた薬は捨てましょう。薬の有効期限の目安は次の通りですが、保存状態
によって有効期限が変化します。また、期限内であっても前の通り使用してよいかは、医師・薬剤師の判断
が必要ですので注意しましょう。
　・粉薬、顆粒：３～６か月　・カプセル、錠剤：６か月～１年　・水薬：約1週間　・坐薬、軟膏：６か月～１年
●「お薬手帳」を活用しましょう！
　　この手帳は、普段自分がどんな薬を飲んでいるか覚えておくためのものです。お薬手帳には、処方され
た薬の名前・飲む量・回数などを記録しておきます。また、複数の病院にかかった時など名前を覚えていな
くてもそれを見せれば重複した薬の処方を避けられます。その他にも薬を飲んだ時に副作用が出たり、合
わないと感じることがあった時には詳しく記入しておきましょう。

●目薬の使い方　※目薬の共有はいけません。

健康増進課　　成人保健係　☎４８－０２２１【問い合わせ】

表　　示 飲　み　方
およそ食事の30分前
食事の直前
食事のすぐ後
およそ食事の30分後
食事の2時間後（朝食と昼食または昼食と夕食の間）
およそ寝る30分前
症状が出た時（次に飲む時は、5～6時間あける）

食　　前
食 直 前
食 直 後
食後30分
食　　間
就 寝 前

頓服（とんぷく）

手を洗いましょう 指で下まぶたを軽く
引き、容器の先が目や
まつ毛に触れないよ
うに目薬をさしま
しょう

目薬をさした後は、数
分間静かに目を閉じ
てください（さした後
に軽く目頭を押さえ
るのもいいでしょう）

目から流れ出た薬
は、清潔なティッシュ
ペーパーなどでふき
取りましょう

2種類以上の目薬を
使用する場合は、5
分以上間をあけま
しょう

1 2 3 4 5

平成 19年 10月 11日　広報おみたま
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四季の歌
～季節を詠む　時流を詠む～

小
川
短
歌
会

　

緑
陰
に
シ
ル
バ
ー
カ
ー
止
め
て
休
み
ゐ
る
媼お

う
な

ら
二
人
何
や
ら
食
み
つ
つ　
　
　
　
　

沼　

田　

敏　

子

　

黄
金
な
す
稔
り
田
の
中
自や

け棄
の
ご
と
休
耕
田
は
葦
の
荒
れ
生
ふ　
　
　
　
　
　
　
　

石　

田　

は
る
江

　

可
愛
い
い
ね
と
言
い
て
も
こ
た
へ
な
き
部
屋
に
パ
セ
リ
の
花
を
生
け
て
親
し
む　
　

鶴　

町　

俊　

子

　

原
爆
の
灯
は
絶
や
す
ま
じ
ほ
の
暗
き
上
野
の
森
の
一
隅
に
赤
し　
　
　
　
　
　
　
　

永　

作　

喜
代
子

　

湯
上
が
り
の
浴
衣
姿
も
身
に
つ
き
て
三
人
の
孫
影
踏
み
を
す
る　
　
　
　
　
　
　
　

中　

根　

良　

子

み
の
り
短
歌
ク
ラ
ブ

　

か
ら
梅
雨
に
わ
き
芽
摘
み
つ
つ
水
を
や
る
日
々
育
ち
い
る
ト
マ
ト
楽
し
き　
　
　
　

清　

水　

由　

雄

　

庭
先
に
実
る
胡
瓜
を
朝
毎
に
採
り
来
て
塩
も
み
今
日
も
食
べ
た
り　
　
　
　
　
　
　

宇
都
宮　

和　

子

　

亡
き
母
の
好
み
し
か
す
み
草
供
え
墓
に
語
れ
り
朝
早
く
来
て　
　
　
　
　
　
　
　
　

碇　

谷　

き　

え

　

ク
ラ
ス
会
思
い
出
い
つ
か
遠
く
な
り
恩
師
の
齢と

し

に
近
づ
き
て
お
り　
　
　
　
　
　
　

松　

島　

夏　

江

　

脈
と
れ
ば
脈
の
時
お
り
と
ぎ
れ
お
り
心
臓
も
我
と
同
じ
年
な
り　
　
　
　
　
　
　
　

吉　

野　

年　

雄

　
　み

の
り
短
歌
教
室

　

親
善
の
願
い
叶
い
て
八
十
年
ぶ
り「
筑
波
か
す
み
」の
里
帰
り
な
る　
　
　
　
　
　
　

白　

井　

ふ
く
江

　

再
建
の
わ
が
墓
所
な
り
て
願
い
い
し
水
子
地
蔵
に
香
華
手
向
け
る　
　
　
　
　
　
　

鈴　

木　

て
る
え

　

工
事
場
の
交
通
整
理
の
交
信
が
時
々
聞
こ
ゆ
炎
天
の
中　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

塚　

本　

き
ぬ
子

　

四
十
度
超
え
し
猛
暑
に
沈
丁
花
葉
を
落
と
し
つ
つ
命
を
つ
な
ぐ　
　
　
　
　
　
　
　

野　

村　

美
智
子

　

手
を
握
り
老
母
う
な
が
す
看
護
師
の
ゆ
っ
く
り
語
る
声
に
静
ま
る　
　
　
　
　
　
　

松　

島　

知　

子

玉
里
短
歌
会

　

た
わ
む
れ
の
花
火
に
飽
き
し
子
ら
去
り
て
暗
き
母
家
に
残
り
香
を
嗅
ぐ　
　
　
　
　

石　

橋　

吉　

生 

　

返
り
咲
く
ふ
じ
の
花
房
小
さ
く
て
彩
り
う
す
し
今
日
半
夏
生　
　
　
　
　
　
　
　
　

山　

口　
　
　

清 

　

攘
夷
さ
へ
叶
は
ぬ
苦
痛
憤
死
せ
る
小
四
郎
の
霊
い
づ
ち
さ
ま
よ
ふ　
　
　
　
　
　
　

柴　

野　
　
　

哲

　

昔
よ
り
百
姓
泣
か
せ
の
貧
乏
草
抜
き
た
る
あ
と
に
ま
た
芽
生
え
き
て　
　
　
　
　
　

石　

橋　

ひ　

ろ  

　

連
日
の
猛
暑
に
萎
え
る
老
い
し
身
を
暫
し
癒
さ
る
稲
の
花
見
ゆ　
　
　
　
　
　
　
　

高　

柳　

義　

信

寄
稿

　

ほ
の
暗
き
行
く
手
を
照
ら
す
木
蓮
の
白
き
花
は
あ
か
り
の
ご
と
し　
　
　
　
　
　
　

福　

田　

さ
な
え

小
川
俳
句
会

　

秋
桜
ふ
わ
り
と
風
を
乗
せ
揺
ら
ぐ　
　
　
　
　
　
　
　

鈴　

木　

和　

代

　

新
涼
の
風
が
誘い

ざ
な

う
散
歩
道　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

国　

井　

信　

子

　

さ
り
げ
な
く
向
き
合
う
膳
の
敬
老
日　
　
　
　
　
　
　

柏　

崎　

尚　

子

　

虫
し
ぐ
れ
夜
の
し
じ
ま
の
宴う

た
げ

か
な　
　
　
　
　
　
　
　

清　

水　

静　

子

　

す
す
き
の
穂
一
足
早
い
那
須
の
宿　
　
　
　
　
　
　
　

田　

山　

一　

男

み
づ
う
み
俳
句
会

　

鰯
雲
す
ず
ろ
に
聞
き
ぬ
チ
ャ
イ
ム
の
音　
　
　
　
　
　

秋　

元　

み
ち
子

　

防さ
き
も
り人
の
歌
碑
に
そ
よ
ぐ
や
赤
の
ま
ま　
　
　
　
　
　
　

笹　

目　
　
　

徹

　

山
裾
の
花
野
に
遊
ぶ
風
の
あ
り　
　
　
　
　
　
　
　
　

長　

島　

久
美
子

　

い
づ
こ
よ
り
わ
き
て
い
づ
こ
へ
鰯
雲　
　
　
　
　
　
　

中　

島　

恵　

子

　

草
も
木
も
萎
え
て
無
言
の
残
暑
か
な　
　
　
　
　
　
　

中　

村　

愛　

子

み
の
り
俳
句
会　

　

盆
踊
り
見
て
ゐ
る
子
等
の
足
踊
る　
　
　
　
　
　
　
　

滑　

川　

き
ぬ
ゑ

　

怠
け
た
き
日
も
た
ま
に
あ
り
草
を
引
く　
　
　
　
　
　

井　

坂　

み
つ
ぎ

　

茄
子
漬
の
色
を
じ
ま
ん
に
友
来
る　
　
　
　
　
　
　
　

井　

坂　

輝　

子

　

雨
の
中
仄
と
明
る
き
合
歓
の
花　
　
　
　
　
　
　
　
　

宇
津
野　

岩　

子

　

梅
雨
暗
し
電
話
の
声
の
元
気
よ
き　
　
　
　
　
　
　
　

木
名
瀬　

や
え
子　

欅
の
会

　

君
の
居
る
彼
方
に
咲
く
や
白
芙
蓉　
　
　
　
　
　
　
　

林　
　
　

静　

堂

　

風
一
つ
掬す

く

っ
て
み
れ
ば
も
う
立
秋　
　
　
　
　
　
　
　

井　

坂　

あ　

さ

　

松
手
入
れ
終
え
た
る
松
の
美
人
か
な　
　
　
　
　
　
　

池　

田　

よ　

し

　

明
日
帰
る
子
の
服
た
た
む
夜
の
秋　
　
　
　
　
　
　
　

岡　

島　

禮　

子

　

枕
木
の
ね
む
り
は
浅
き
月
見
草　
　
　
　
　
　
　
　
　

木　

村　

小
夜
子

く
る
み
俳
句
会

　

コ
ン
バ
イ
ン
黄こ

が
ね金
の
波
を
飲
み
込
め
り　
　
　
　
　
　

茅　

場　

久　

子

　

胡ご

ま麻
に
似
て
小
さ
き
ま
な
こ
胡
麻
の
虫　
　
　
　
　
　

島　

田　

篁　

村

　

蜩
ひ
ぐ
ら
しの
声
に
鎮し

ず

も
る
山
家
か
な　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

嶋　

田　

美　

音

　

天あ
め
つ
ち地
に
漲み

な
ぎ

る
生せ

い
き気
里
の
秋　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中　

根　
　
　

彪

　

蝉せ
み
し
ぐ
れ

時
雨
水
音
越
え
て
届
き
け
り　
　
　
　
　
　
　
　
　

福　

島　

邦　

誉

玉
里
俳
句
お
た
ま
じ
ゃ
く
し
の
会

　

爽
や
か
や
幸
福
駅
の
鐘
な
ら
す　
　
　
　
　
　
　
　
　

乗　

添　

ま
り
子

　

盆
栽
に
空
蝉
一
つ
見
つ
け
た
り　
　
　
　
　
　
　
　
　

漆　

原　

妙　

子

　

念
仏
堂
囲
み
て
咲
け
り
曼ま

ん
じ
ゅ
し
ゃ
げ

珠
沙
華　
　
　
　
　
　
　
　

浅　

野　
　
　

誠

　

爺じ
い

と
婆ば

ば

手
分
け
て
孫
の
運
動
会　
　
　
　
　
　
　
　
　

矢　

口　

友　

子

　

ゆ
っ
く
り
と
雲
流
れ
行
く
今
朝
の
秋　
　
　
　
　
　
　

清　

水　

昭　

子

広報おみたま　平成 19年 10月 11 日
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子
ど
も
わ
く
わ
く
ク
ラ
ブ
も
併
設

し
、
４
月
に
は
子
ど
も
た
ち
に
ホ

タ
ル
の
幼
虫
の
餌
と
な
る
カ
ワ
ニ

ナ
や
お
た
ま
じ
ゃ
く
し
を
放
流
さ

せ
、
６
月
に
は
ホ
タ
ル
の
天
敵
で

あ
り
植
栽
を
食
い
荒
ら
す
ア
メ
リ

カ
ザ
リ
ガ
ニ
を
除
去
す
る
た
め
に

ザ
リ
ガ
ニ
釣
り
を
し
た
り
、
笹
で

笛
や
舟
を
作
り
遊
ん
だ
り
し
ま
し

た
。
８
月
に
は
他
の
ク
ラ
ブ
等
と

連
携
を
と
っ
て
七
夕
会
や
お
話
会

も
行
い
ま
し
た
。

　

中
野
さ
ん
は
、「
今
後
の
予
定

と
し
て
、
お
月
見
会
や
ミ
ニ
ひ
ょ

う
た
ん
へ
の
絵
書
き
な
ど
を
開
き

た
い
。
こ
れ
か
ら
も
知
恵
を
出
し

合
い
、
憩
い
の
場
づ
く
り
を
進
め

ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。」と
抱
負
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。

　

 

「
あ
け
ぼ
の
荘
の
南
東
道
路
西

側
の
荒
れ
て
い
た
谷
津
田
を
き
れ

い
に
し
て
ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル
を
放
流

し
た
と
こ
ろ
、
今
年
、
以
前
み
ら

れ
て
い
た
ホ
タ
ル
と
併
せ
て
３
種

類
の
ホ
タ
ル
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

夢
が
現
実
に
な
り
ま
し
た
」と
玉

里
地
区
中
台
東
に
お
住
ま
い
の
中

野
さ
ん
か
ら
う
れ
し
い
連
絡
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

現
地
に
行
っ
て
み
る
と
、
１
年

前
は
不
法
投
棄
が
絶
え
な
い
荒
れ

果
て
た
と
こ
ろ
だ
っ
た
と
は
と
て

も
思
え
な
い
ほ
ど
き
れ
い
に
手
入

れ
さ
れ
、「
ホ
ト
メ
の
里
」と
名
づ

け
ら
れ
た
そ
の
里
山
公
園
に
は
、

カ
ワ
ニ
ナ
、
タ
ニ
シ
、
シ
ジ
ミ
の

住
む
ホ
タ
ル
生
息
保
護
地
と
遊
魚

地
、
そ
し
て
わ
く
わ
く
広
場
が
あ

り
、
古
代
米
が
育
つ
ミ
ニ
田
ん
ぼ

が
作
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
田
ん
ぼ

に
は
、
子
ど
も
た
ち
に
作
っ
て
も

ら
っ
た
と
い
う
か
わ
い
ら
し
い
か

か
し
も
立
っ
て
い
ま
し
た
。
ち
な

み
に「
ホ
ト
メ
の
里
」と
い
う
名

称
は
豊
か
な
自
然
を
象
徴
す
る

「
ホ
タ
ル
」「
ト
ン
ボ
」「
メ
ダ
カ
」の

頭
文
字
を
と
っ
て
つ
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

不
法
投
棄
の
絶
え
な
い
荒
れ
果

て
て
い
た
谷
津
田
に
20
年
前
の
豊

か
な
自
然
を
取
り
戻
し
、
子
ど
も

た
ち
が
、
身
近
で
生
き
物
の
生
態

を
観
察
し
た
り
、
遊
ん
だ
り
し
な

が
ら
四
季
の
移
ろ
い
を
感
じ
と
れ

る
潤
い
の
あ
る
里
山
に
し
た
い
と

い
う
熱
い
思
い
か
ら
、
昨
年
８
月

に
中
野
さ
ん
、
佐
藤
さ
ん
、
河

合
さ
ん
の
３
人
の
有
志
で
草
刈
り

か
ら
は
じ
め
た
壮
大
な
夢
。
谷
津

田
と
西
側
の
ク
ヌ
ギ
山
の
一
部
を

地
権
者
の
ご
厚
意
に
よ
り
借
用
で

き
、
夢
が
膨
ら
ん
だ
そ
う
で
す
。

　

ホ
タ
ル
や
ト
ン
ボ
、
メ
ダ
カ
な

ど
が
生
息
で
き
る
豊
か
な
環
境
の

里
山
を
再
現
す
る
こ
と
を
目
指
し

て
整
備
を
始
め
て
１
年
、
４
月
に

14
名
で「
ホ
ト
メ
の
里
」の
会
を
発

足
し
て
５
か
月
が
過
ぎ
ま
し
た
。

消
費
者
問
題
を
知
っ
て

　
　

    　

賢
い
消
費
者
に
な
ろ
う
!

　

今
回
は
、
語
学
教
室
や
エ
ス
テ
な
ど
長
期
間
に
わ
た
っ
て
サ
ー
ビ
ス
を
受
け

る
契
約
を
し
た
場
合
に
陥
り
や
す
い
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。
物
事

に
と
ら
わ
れ
な
い
お
お
ら
か
な
性
格
の
方
は
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

《
相
談
事
例
》
外
国
語
教
室
や
エ
ス
テ
を
契
約
す
る
前
に 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〜
中
途
解
約
は
で
き
な
い
の
?
〜

　

 

「
英
会
話
は
就
職
に
有
利
!
無
料
レ
ッ
ス
ン
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
中
!
」と
、

以
前
か
ら
興
味
の
あ
っ
た
英
会
話
教
室
の
貼
り
紙
案
内
が
出
て
い
た
の
で
、
説

明
を
聞
き
に
行
き
ま
し
た
。

　

話
を
聞
く
と
、「
フ
リ
ー
タ
イ
ム
制
で
好
き
な
と
き
に
レ
ッ
ス
ン
が
受
け
ら

れ
る
し
、
講
師
も
外
国
人
だ
か
ら
実
力
が
つ
き
ま
す
よ
。
今
、
入
会
す
る
と
割

引
料
金
で
お
得
な
の
で
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
始
め
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。」

と
い
い
こ
と
ば
か
り
だ
っ
た
の
で
、
そ
の
場
で
、
３
０
０
回
コ
ー
ス
50
万
円
で

会
員
の
契
約
を
し
ま
し
た
。

　

後
日
、
早
速
や
る
気
満
々
で
レ
ッ
ス
ン
の
予
約
の
電
話
を
入
れ
た
と
こ
ろ
、

「
今
日
は
い
っ
ぱ
い
で
」と
断
ら
れ
た
り
、
そ
の
後
も「
土
曜
日
は
無
理
で
す
」

と
か
「
木
曜
日
の
３
時
か
ら
な
ら
空
い
て
い
ま
す
が
…
」と
か
、
フ
リ
ー
タ
イ

ム
制
な
の
に
思
う
よ
う
に
受
け
ら
れ
ず
、結
局
レ
ッ
ス
ン
を
受
け
ら
れ
た
の
は
、

１
０
０
回
だ
け
で
し
た
。
そ
う
こ
う
す
る
う
ち
に
卒
業
論
文
で
レ
ッ
ス
ン
ど
こ

ろ
で
は
な
く
な
っ
て
し
ま
い
、
解
約
を
申
し
出
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、「
中
途

解
約
は
無
理
で
す
ね
ぇ
。
ど
う
し
て
も
と
い
う
な
ら
、違
約
金
を
差
し
引
い
て
、

３
万
円
だ
け
お
戻
し
し
ま
す
が
。」と
い
う
返
答
に
び
っ
く
り
。

《
ア
ド
バ
イ
ス
》

●
や
る
気
は
大
事
だ
が
、
よ
く
調
べ
る
こ
と
も
大
事
!

　

語
学
教
室
や
エ
ス
テ
な
ど
長
期
間
に
わ
た
っ
て
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
契
約

が
あ
り
ま
す
。
で
も
何
ら
か
の
事
情
で
途
中
で
通
え
な
く
な
っ
て
し
ま
う
こ

と
も
あ
る
の
で
、
こ
う
い
う
契
約
に
つ
い
て
、
特
定
商
取
引
法
と
割
賦
販
売

法
と
い
う
法
律
で
、
受
け
た
サ
ー
ビ
ス
の
代
金
と
一
定
の
解
約
料
を
払
え
ば

中
途
解
約
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
解
約
料
の
上
限
も
定
め
ら
れ
て

い
る
の
で
、
ト
ラ
ブ
ル
に
な
っ
た
と
き
に
は
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
相
談

し
て
み
ま
し
ょ
う
。

相
談
先　

茨
城
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー　

☎
０
２
９-

２
２
５-

６
４
４
５

地
域
の
子
ど
も
が
自
然
と
ふ
れ
あ
う
こ
と
の
で
き
る
憩
い
の
里
山

地
域
の
子
ど
も
が
自
然
と
ふ
れ
あ
う
こ
と
の
で
き
る
憩
い
の
里
山

中
台
東
の「
ホ
ト
メ
の
里
」

中
台
東
の「
ホ
ト
メ
の
里
」
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申
込
方
法

　

10
月
26
日（
金
）ま
で
に
印
か
ん
を
持
参
の
う
え
、

市
役
所
又
は
各
総
合
支
所
の
総
務
課
へ
本
人
が
直

接
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
申
込
用
紙
は
窓
口
に

備
え
て
あ
り
ま
す
。
印
か
ん
は
認
印
で
結
構
で
す
。

　

な
お
、
本
人
確
認
の
た
め
、
申
込
時
に
身
分

証
明
書（
免
許
証
・
健
康
保
険
証
・
学
生
証
等
）

を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　

問
小
美
玉
市
選
挙
管
理
委
員
会

　

☎
４
８-

１
１
１
１

　
　

・
小
美
玉
市
役
所
総
務
課

　
　
　
　

内
線
１
２
８
２

　
　

・
小
川
総
合
支
所
総
務
課

　
　
　
　

内
線
２
２
４
１

　
　

・
玉
里
総
合
支
所
総
務
課

　
　
　
　

内
線
３
２
１
１

※ 

申
込
者
多
数
の
場
合
は
、抽
選
と
な
り
ま
す
。

期
日
前
投
票
立
会
人
の
決
定
の
当
否
に
つ
い

て
は
、
10
月
下
旬
発
送
予
定
の
期
日
前
投
票

立
会
人
依
頼
通
知
の
発
送
を
も
っ
て
こ
れ
に

か
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※ 
申
込
用
紙
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

● 

小
美
玉
市
で
は
、
11
月
18
日（
日
）執
行
の
小
美
玉

市
議
会
議
員
一
般
選
挙
で
の「
期
日
前
投
票
立
会

人
」と
し
て
若
者
を
募
集
し
ま
す
。

● 

期
日
前
投
票
立
会
人
と
は
、
期
日
前
投
票
所
に
お

い
て
、
選
挙
の
投
票
が
正
し
く
公
正
に
行
わ
れ
て

い
る
か
を
立
ち
会
う
人
を
い
い
ま
す
。

●
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

対　

象　

 
小
美
玉
市
在
住
の
選
挙
権
を
有
す
る
20
歳

代
か
ら
30
歳
代
の
者

募
集
人
員　

美
野
里
地
区
12
名

　
　
　
　
　

小
川
地
区
12
名

　
　
　
　
　

玉
里
地
区
12
名　
　
　
　
　

延
べ
36
名

※ 

申
込
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
で
決
定
し
ま
す
。

条　

件　

 

市
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
条
件
と
な
り
ま
す
。

内
容
等

　

期
間　

11
月
12
日（
月
）〜

　
　
　
　
　
　
　
　

11
月
17
日（
土
）ま
で
の
6
日
間

　

時
間　

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
8
時

　

報
酬　

９
，５
０
０
円

　
　
　
　
（ 

支
払
い
は
源
泉
徴
収
後
の
金
額
と
な
り
ま
す
）

　

場
所　

 

小
美
玉
市
役
所
、
小
川
総
合
支
所
、
玉
里

総
合
支
所
の
う
ち
か
ら
希
望
す
る
場
所

勝
かつかわ

河 千
ち ひ ろ

裕ちゃん
（平成 17年 5月 1日生）
◆いつもニコニコ笑顔の可愛い
　千裕です。お兄ちゃん 2人とお
　姉ちゃんと遊ぶのが大好きです。

が ん ば っ て い ま す

表彰台に立つ河本さん

全
国
B
&
G
ジ
ュ
ニ
ア
水
泳
競
技
大
会
で

河
本
晴
香
さ
ん
見
事
入
賞
!!

　

8
月
19
日
、
B
&
G
財
団
主
催「
全
国
B
&

G
ジ
ュ
ニ
ア
水
泳
競
技
大
会
」が
兵
庫
県
加
東

市
や
し
ろ
会
館
プ
ー
ル
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、

全
国
12
県
か
ら
2
3
0
名
が
参
加
出
場
し
ま
し

た
。
本
市
か
ら
も
県
の
B
&
G
ス
ポ
ー
ツ
大
会

で
入
賞
さ
れ
た
6
名
が
出
場
し
、
河
本
晴
香
さ

ん（
小
川
南
中
学
校
3
年
）が
、
１
０
０
m
自
由

形
で
第
2
位
、
５
０
m
自
由
形
で
第
3
位
と
す

ば
ら
し
い
成
績
を
残
し
ま
し
た
。

村
むらやま

山 勝
かつ や

哉ちゃん
（平成 16年 7月 18日生）
◆フォークリフトが大好き。

「若者による期日前投票立会人」を募集します!

申

大
おおぬき

貫 史
し お り

央里ちゃん
（平成 17年 6月 22日生）
◆歌とダンスが大好きで、みんな
　を楽しませてくれます。

広報おみたま　平成 19年 10月 11 日
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携帯電話から市政情報がご覧になれます。
http：//www.city.omitama.lg.jp/mobile/index.

施設訪問 ～しみじみの家～
ぐる～っ

と

おみたま
ぐる～っ

と

おみたま
和室8帖

和室8帖 和室8帖 和室6帖

囲炉裏

ホール

玄関

ポーチ

管理室 便所 脱衣室 浴室

脱衣室

かまど かまど かまど

浴室

厨房

屋　外
炊事場

至水戸

ネッツトヨタ水戸

ジャスコ

ワンダーグー

石岡中
てらしま

石岡市
消防本部

石岡自動車学校
カインズ

ココス

白雲荘 クレハ 玉里海洋センター

セブンイレブン

しまむら
ぺんてる

玉里小

玉里
総合支所

玉里郵便局

玉里中

玉里総合
文化センター

至行方

セイミヤ

園部川

スパー

セブンイレブン

たかはま

いしおか

至土浦

霞ヶ浦

国道6号

国道355号

しみじみの家 場所：小美玉市高崎300番地2
　　（玉里総合文化センターとなり）

17 時～ 22 時
3,000 円
4,000 円
1,000 円
1,000 円
1,000 円

13時～17時
2,400 円
3,200 円
800 円
800 円
800 円

9時～ 13 時
2,400 円
3,200 円
800 円
800 円
800 円

区　分
居間（囲炉裏利用なし）
居間（囲炉裏利用含む）

和室（1室 )
厨房

風呂（1室 )

囲
炉
裏

●施設使用料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    （単位 / 円）

　小美玉市しみじみの家（旧玉里村産直の家）は、霞ヶ浦を眺める風光
明媚な高台に位置した施設で、地域コミュニティの交流や市民の皆さ
んの憩いの場として、年間を通して利用できる施設です。昨年12月
に施設の補修修理をおこないまして、より一層利用者が使いやすい環
境を整えた施設になりました。
　特に居間にある囲炉裏がとても趣があり、談笑の場としてしみじみ
とした時間を過ごすことができる場所かと思います。
　今の時期は子ども会・サークル・団体等の懇親や交流の場として、
バーベキューや食事会を行ったりして利用されております。
　これからより多くの市民の皆さまが気軽にご利用いただけるような
施設として、利用促進を図ってまいります。 うさぎまつりのひとこま

平面図

案内図

●利用予約等しみじみの家に関する問い合わせ
　小美玉市役所玉里総合支所総務課　☎０２９９－４８－１１１１
　　　　　　　　　　　　　　　　　内線３２１１
　ホームページアドレス　http://www.city.omitama.lg.jp

●利用のご案内
　利用時間　午前 9時～午後 10時まで
　休 館 日　毎週月曜日（祝祭日の場合は翌日）、祝祭日、年末年始

か
ま
ど

厨　

房

風　

呂
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